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1.はじめに 

保育園では、朝の歌や帰りの歌をはじめ季節

の歌、その他子どもたちが楽しめる歌などを取

り入れたりしている。また、行事では入園式や

卒園式始め七夕会、ひな祭り会などその季節に

応じた歌が歌われている。子どもたちの普段の

遊びの中で歌や手遊びをするなど日常の中に

音楽が溢れている。そして、友達と遊んでいる

時も好きな歌を口ずさみながら遊びに夢中に

なっている姿が見受けられる。時には 既成曲

ではなく音楽以前の音程にあてはまらない歌

を歌い音楽表現の原点ともいえるものをつぶ

やいている子どもたちも見受けられる。  

子どもが興味を持ったものをより深く楽し

むためには、保育者側がどのような援助をして

いくのかを工夫する必要がある。子どもたちが

興味を持ったことに対して自然とイメージが

膨らませることができ、その活動がより楽しめ

るような歌やリズムをはじめ効果的な援助を

音楽の視点から捉えて保育者養成の授業の中

で実践を行った。  

2. 折り紙のかたつむり 

（1）園での様子  

園では、6 月の梅雨の時期になると 6 月なら

ではの部屋飾りや作品づくりなどその時期の

環境づくりが行われている。子どもたちに親し

みのあるカエルやかたつむりなどが挙げられ

る。 

折り紙で子どもがかたつむりを折ることは

まだ難しいため、保育者が作って子どもたちの

目に触れるように飾っておいた。 気が付いた

子は、かたつむりを欲しいと言い保育者にかた

つむりを作ってもらう様子をじっと見つめて

いた。折り紙の仕上げにかたつむりの殻を開い

ていくところがあるが、殻が破れないようにそ

ーっとそーっと開いていく時に子どもたちみ

んなで「かたつむり」の歌を歌ってかたつむり

が可愛くなるように応援をした。2 回ほど歌う

とちょうどかたつむりの殻が無事に開け完成

となった。その時にみんな拍手で喜んだ。実際

には子どもたちは作ってはいないものの殻を

広げる時に歌うことで応援をして自分で完成

したと同じような気持ちになり達成感を味わ

っていたと考えられる。  

（2）歌う際の伴奏効果について  

保育現場では、かたつむりを開くのが保育者

であったため楽器を使用することはなく歌の

みであった。一方、保育者養成の授業において

は、学生たちが保育者役となってかたつむりの

殻を広げながら歌った。その様子に合わせなが

ら筆者が「かたつむり」の曲をキーボードで伴

奏をつけた。 キーボードでは、音色が選べる

ため全員で合唱するためのピアノの音ではな

く、バックミュージック的な伸びやかなストリ

ングスの音を選択し、かたつむりが開くタイミ

ングを見ながら合わせていった。殻が開くまで

歌の繰り返しとなり、2 回目は、1 オクターブ

上げてかたつむりの可愛らしいイメージが出
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るように変化をつけていった。伴奏も楽譜通り

ではなくイメージに合いそうな伴奏で演奏を

行った。そして、殻が開いてかたつむりが完成

した時に出来上がりの効果音をタイミングに

合わせて入れていった。 「かたつむり」の歌

を通して保育者側とかたつむりを応援する側

が自然と気持ちを合わせることにより一体感

が感じられ、かたつむりが完成した時の達成感

を味わうことができたのではないかと思う。  

3.製作遊びの中での歌の活用 

（1）クリアホルダーの製作遊びについて  

色と形から連想してよく知っているものを

発見して楽しむという狙いで行なった。  

中央を丸くくり抜いた白い紙をクリアホル

ダーに挟んで覗き込み、そこから見える世界を

楽しむとともに、丸から何を連想したのかの意

見を出し合った。加えて、そのクリアホルダー

に選んだ色画用紙を挟むことにより、色と形か

ら連想するものを見つけてホワイトボードマ

ーカーで描き足すことによって色々な物が出

来上がることを楽しむ遊びである。失敗しても

消して何度も書き直しができるため安心して

気軽にのびのびと描くことができるという利

点もある。ホワイトボードマーカーも色を選ぶ

ことによってよりイメージの近い物に仕上が

るのも一つの楽しみである。  

参加者は、丸という形からそれぞれのイメー

ジを基に自由な発想で思い思いに描くのを楽

しむ姿があり、個性豊かな作品となった。  

（2）製作遊びの中での音楽の活用について  

作品を作っている時に教室前方のホワイト

ボードにあらかじめ歌詞を大きく書いておい

た。丸からどのようなものが出来たかそれぞれ

紹介をする際に席を立って始めは裏を向けて

持ち、皆が見合えるよう円の隊形に並ぶように

した。予めキーボードに曲を録音してお

き 「 まる・・さんか・くしかくでショー」の

前奏を流し、歌い始めのところで「いちにのさ

んはい！」と タイミングを取りやすくした。

曲がかかると持っているクリアホルダーをリ

ズムに合わせて左右に揺らし、歌の終わりのと

ころで「ジャーン！」という効果音のタイミン

グで一斉に表向きに返してそれぞれの作品を

お互いが見えるようにした。  

活動は製作遊びであるが、ただ作っておしま

いではなく作ったものを紹介するときに歌や

音楽を取り入れることでリズムに合わせてそ

の雰囲気を共有するという経験を通して新た

な発見や気付きそして楽しさが倍増しのびの

びと表現できるのではないかと思った。  

続いて三角か四角を選択し、丸と同様に好き

な色画用紙を挟み思い思いに描いた。発表は、

三角の人が前に出て曲に合わせて発表を行な

った。続いて四角の人も同様に前に出て発表を

行った。曲が 5 小節と短く歌詞も単純なため、

しっかりリズムに乗って楽しむことができて

いたようだ。歌を上手く歌おうとするのではな

く、あくまでも作った作品を紹介するための雰

囲気を盛り上げるアイテムとして曲を使用し

ていった。こうしていくことでひとつの活動を

よりのびのびと楽しく表現できるのではない

かと思った。  

4．考察 

子どもたちの表現活動がより充実したもの

になるには、保育者側が音の環境を意識して音

の持つイメージとその時々の子どもたちの興

味関心などの様子をしっかり把握し、それに適

した効果的な音の使い分けをしていくことが

重要であると思った。遊びの中でそのイメージ

がより味わえるような音を環境として用意す

るというという意識を持つことは、子どもたち

の表現活動において更なる楽しみを味わうこ

とができ新たな遊びの展開へと繋がっていく

重要な役割があると考えた。  
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1.はじめに 
本発表は 2019年１月に保育者養成校で実施した

「伝承遊びの経験について」の定量調査アンケート

及び訂正調査アンケート（対象者の大半は 1998年

～1999年生まれ）と同様の内容のアンケートを、

2002年６月に同じ保育者養成校の大半が 2001年～

2002年生まれの学生に対して実施したものである。 

２.経緯と課題 

以前より保育内容表現の授業内で伝承遊びを取り

上げると「知らない」「はじめてきいた」「はじめて

やった」などの声が聞こえていた。当然その様な学

生達は授業中では教科書を片手に表現活動を行い、

授業者側からすると「本当に楽しく遊んでいる

の？」と思ってしまうような滑稽な光景であった。

また別の学生の発言からは「伝承遊びや、わらべう

たを保育者は知らないといけないと高校の時の先生

に言われた」などもあり、保育者を養成する側とし

てとても不思議な気持ちになった。そのため 2018

年後期履修学生（おおむね 1998年～1999年生ま

れ）を対象に実態を把握してみるという研究を実施

した。 

本発表は現在の履修者（おおむね 2001年～2002

年生まれ）はますますその状況がエスカレートして

いるように感じる。そのため、同様の調査を実施

し、当時の学生との共通点や相違点などを通して、

今後保育者養成では伝承遊びをどのように位置づ

け、どのように考えていくべきなのか、考えるきっ

かけにしたいと思い取り組んだ。 

３.調査方法 

定量調査では「知っている」「知らない」の数

値、定性調査では「伝承遊びについてのイメージ」

「何をどのように知っているのか」を明確にした。 

〈定量調査〉 

これまで遊んだことがあったり、知っている遊びに

〇をつけてください。 

・なかなかホイ  

・通りゃんせ  

・はないちもんめ 

・かごめかごめ 

・ずいずいずっころばし 

・あぶくたった 

・あんたがたどこさ 

・お寺の和尚さん 

・おしくらまんじゅう 

・なべなべそこぬけ 

〈定性調査〉「伝承遊び」という言葉をきいて、あ

なたは頭の中に何かを思い浮かべましたか。何か思

い浮かべた場合は内容を記入してください。何も思

保育者養成校の学生の伝承遊びの経験について 

2019年、2022年実施アンケートを通しての考察 
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